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コクヨからのお知らせ 

 

コクヨ工業滋賀の ReEDEN シリーズ 

ヨシ筆ペンが「The Wonder 500™」に認定されました 

 

 

 コクヨグループの株式会社コクヨ工業滋賀（本社：滋賀県愛知郡愛荘町／社長：前田 賢一）が販売
している「ヨシ筆ペン」が、経済産業省平成26年度補助事業「ふるさと名物発掘・連係促進事業」（プロ
ジェクト名：「The Wonder 500™」／ザ・ワンダー・ファイブハンドレッド）の 500商材のひとつに認定され
ましたので、お知らせします。 
 
株式会社コクヨ工業滋賀は、ヨシの活用が水質浄化や生態系保全など環境維持につながること

から、琵琶湖・淀川水系のヨシを使用した紙製品「ReEDEN（リエデン）」シリーズを 2007 年から発
売しています。 

2009年6月に発売開始した「ヨシ筆ペン」は、ボディにびわ湖・淀川水系の天然ヨシを使用して、筆
職人が一本ずつ丁寧に手作りしています。カートリッジ式のスペアインクを取り替えることができるタイ
プの筆ペンで、コンパクトサイズの桐箱に入れて、大切に末永くご使用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ヨシ筆ペン 他、「ReEDEN」シリーズの詳細についてはこちらをご覧ください。 
https://www.kokuyo-shiga.co.jp/pdf/reeden201410.pdf 
 

 
 
 

写真：ヨシ筆ペン 

https://www.kokuyo-shiga.co.jp/pdf/reeden201410.pdf


ヨシ筆ペンを世界に 

 

 この「ヨシ筆ペン」は、2008年 11月に手漉き和紙の便箋や封筒
などとともに「特選ヨシ手紙セット」として発売したところ、お客様よ
り筆ペンのみの販売を望む声が多く寄せられ、商品化されたもの
です。特に贈答品としてご愛用いただいており、名入れのサービ
ス（※）も承っております。 
 自然が作りだした美しいヨシの形をそのままボディに採用し、形、
色、模様が二つと同じものがない、世界に一つだけの「ヨシ筆ペ
ン」は、少しいびつな形が商品をより味わい深いものに表現し、ま
さに日本の全風景“ふるさと”が感じられる逸品です。 

The Wonder 500プロジェクトにより、第８０回東京ギフト・ショー
（開催期間：9月 2日〜9月 4日 場所：東京ビッグサイト）、また、
フランス・パリで開催される Paris Design Week（開催期間：9 月 5
日〜9月 12日）で認定品として多くの方に紹介されました。今後も

様々な機会を通じて、日本全国、さらには世界の方々に「ReEDEN（リエデン）」シリーズを広めたい
と思います。 
（※現在、国内のみのサービスです） 

 

＜ご参考：ヨシの活用について＞ 
コクヨ工業滋賀は、琵琶湖・淀川水系の環境を守るという理念のもと、２００７年１１月に「ＲｅＥＤＥ

Ｎ（リエデン）プロジェクト」を発足させ、ヨシの活用に努めています。また２０１０年には「ヨシでびわ
湖を守るネットワーク」を立ち上げ、県内外の企業・団体とともに毎年ヨシ刈りボランティを行ってい
ます。そこで刈られたヨシの一部をコクヨ工業滋賀が買い取り、主に紙の原材料の一部として使用
し、環境保全意識をひろめる商品開発を進めています。こうして作られた「ＲｅＥＤＥＮ」シリーズは、
滋賀県内の主要文具店や観光地のお土産売り場、コクヨグループ直営の通販サイト（※）などで販
売しています。また、売上の一部は地域の環境団体に寄付し、環境保全活動に役立てています。 
（※コクヨＳ＆Ｔショーケース： http://www.kokuyo-shop.jp/ ） 
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＜The Wonder 500™について＞ 
 経済産業省が、「地方創生総合戦略」をふまえたクールジャパンによる地域活性化の推進のため、
「ふるさと名物発掘・ 連携促進事業」として 2015年 5月 15日（金）より、“世界にまだ知られていな
い、日本が誇るべき優れた地方産品”を選定し、 海外に広く伝えていくプロジェクト「The Wonder 
500™（ザ・ワンダー・ファイブハンドレッド）」をスタートしました。本プロジェクトを通じて、まだ世界に
知られていない魅力ある地方産品を発掘することにより、 海外販路開拓に向けてネットワーク拡大
や PR・マーケティングを支援してまいります。 

写真：「ヨシでびわ湖を守るネットワーク」によるヨシ刈りボランティア 


